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I.脳血流シンチグラフィ　　　　　　　

a)目的：脳血流分布を調べ各疾患の病態を把握すること

b)薬剤：
I-123 IMP(N-isopropyl-p-[I-123]-iodoamphetamine)

Tc-99m HM-PAO(Tc-99m hexamethyl-propylene amine oxime)

Tc-99m ECD(Tc-99m ethyl cysteinate dimmer) 

c)検査方法：
静脈投与後20分後から撮像（IMP）




静脈投与後5分後から撮像可能（HM-PAO, ECD）

d)適用：脳血管障害患者の脳血流分布、脳血管予備脳測定、

各種神経・精神疾患の病状把握、部分てんかんの焦点検索など

2.中枢性ベンゾジアゼピンレセプターシンチグラフィ

a)目的：中枢性ベンゾジアゼピンレセプター密度を画像化する

b)薬剤：I-123　IMZ（I-123　Iomazenil）

c)検査方法：静脈投与１時間後と３時間後に撮像

d)適用：てんかん焦点の検索等に用いられる

3.　O-15 Gas PET

a)目的：酸素摂取率（OEF）の評価

b)薬剤： O-15 CO, O-15 CO2, O-15 O2
c)検査方法：薬剤を吸わせながら撮像し、同時に動脈採血をする。

d)適用：脳血管障害患者の虚血ステージ分類など 

4. F-18 FDG PET

a)目的：局所脳ブドウ糖代謝の測定

b)薬剤：F-18　FDG

c)検査方法：静脈投与直後から60分間動態撮影と動脈採血（定量検査）



静脈投与後1時間から撮像（定性検査）

d)適用：部分てんかん焦点の検索、脳腫瘍再発と放射線壊死の鑑別、gliomaのgrade評価など

5. C-11　メチオニンPET
a) 目的；脳腫瘍へのメチオニン集積を画像化する

 b)薬剤：C-11　メチオニン

c)検査方法:静脈内投与後20分後から撮像、

d)適用：脳腫瘍再発と放射線壊死の鑑別、脳腫瘍の性状評価など
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